
JP 2000-167067 A5 2006.2.2

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 2月 2日 (2006.2.2)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-167067(P2000-167067A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 6月 20日 (2000.6.20)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 10-352393
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ａ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ Ｎ    1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)   1/08     (2006.01)
                        Ａ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ ＮＡ ６ １ Ｎ    1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)   1/32     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ６ １ Ｎ    1/08          
   Ａ ６ １ Ｎ    1/32          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 8日 (2005.12.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 　 　 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 　 　 　 　 電 気 刺 激 装 置
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

電 気 刺 激 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

出 力 が 許 容 範 囲 を 超
え な い よ う に 制 御 す る こ と を 特 長 と す る 電 気 刺 激 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】

装 置 の 作 動 状 態 を 表 示 す る 表 示 器 を 装 置 本 体 か ら 離 れ た 場 所 か ら も 確
認 で き る 位 置 に 設 置 で き る よ う に
し た こ と を 特 長 と し た 電 気 刺 激 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 電 気 刺 激 装 置 の 、 特 に 安 全 性 を 向 上 さ せ る も の で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】

刺 激 信 号 を 発 生 す る 発 振 部 と 、 発 生 し た 刺 激 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 部 と 、 生 体 に 接 続 し て 増
幅 さ れ た 刺 激 信 号 を 生 体 に 供 給 す る 導 子 と を 有 す る 電 気 刺 激 装 置 に お い て 、
出 力 モ ニ タ を 設 け て 出 力 を モ ニ タ し 、 出 力 側 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 所 定 値 以 上 で あ る と き 導
子 の 接 触 状 態 が 異 常 で あ る と 判 断 す る よ う に し た

刺 激 信 号 を 発 生 す る 発 振 部 と 、 発 生 し た 刺 激 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 部 と 、 生 体 に 接 続 し て 増
幅 さ れ た 刺 激 信 号 を 生 体 に 供 給 す る 導 子 と を 有 す る 電 気 刺 激 装 置 に お い て 、
出 力 モ ニ タ を 設 け て 出 力 を モ ニ タ し 、 出 力 変 化 の 許 容 範 囲 を 設 定 し 、

刺 激 信 号 を 発 生 す る 発 振 部 と 、 発 生 し た 刺 激 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 部 と 、 生 体 に 接 続 し て 増
幅 さ れ た 刺 激 信 号 を 生 体 に 供 給 す る 導 子 と を 有 す る 電 気 刺 激 装 置 に お い て 、
出 力 モ ニ タ を 設 け て 出 力 を モ ニ タ し 、 出 力 が 装 置 の 最 大 出 力 を 超 え な い よ う に 制 御 す る よ
う に し た 電 気 刺 激 装 置 。

刺 激 信 号 を 発 生 す る 発 振 部 と 、 発 生 し た 刺 激 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 部 と 、 生 体 に 接 続 し て 増
幅 さ れ た 刺 激 信 号 を 生 体 に 供 給 す る 導 子 と を 有 す る 電 気 刺 激 装 置 に お い て 、
出 力 モ ニ タ を 設 け 、

し 、 出 力 モ ニ タ で 検 出 し た 出 力 状 態 を 前 記 表 示 器 に 表 示



　 【 従 来 の 技 術 】  
電 気 刺 激 装 置 に は 、 干 渉 低 周 波 治 療 器 や 中 周 波 治 療 器 を 含 む 低 周 波 治 療 器 や 、 臨 床 検 査 用
電 気 刺 激 装 置 等 が あ る が 、 こ こ で は 低 周 波 治 療 器 を 中 心 に 説 明 す る 。
低 周 波 治 療 器 は 、 発 振 部 、 増 幅 部 、 制 御 部 、 操 作 部 、 表 示 部 、 安 全 保 護 回 路 、 導 子 等 か ら
構 成 さ れ 、 導 子 以 外 は 装 置 本 体 の 筐 体 に 収 納 さ れ て お り 、 導 子 と 装 置 本 体 と は 導 子
コ ー ド で 接 続 さ れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
発 振 部 は 設 定 さ れ た 刺 激 波 形 を 発 生 し 、 増 幅 部 は こ れ を 設 定 さ れ た 強 度 ま で 増 幅 す る 。 制
御 部 は 設 定 さ れ た 条 件 と 内 蔵 し た シ ー ケ ン ス に 従 っ て 装 置 を 制 御 す る 。 操 作 部 は 刺 激 条
件 等 を 入 力 し 、 表 示 部 は 設 定 条 件 や 作 動 状 態 を 表 示 す る 。 安 全 保 護 回 路 は 装 置 の 最 大 規 格
を 越 え る 出 力 が 出 た と き 出 力 を 遮 断 し 、 安 全 性 を 確 保 す る 。 導 子 は 生 体 に エ ネ
ル ギ ー を 供 給 す る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
治 療 に あ た り 、 患 者 に 適 し た 治 療 条 件 （ 治 療 周 波 数 や 治 療 時 間 等 ） を 操 作 部 か ら 入 力 し 、
導 子 を 患 部 近 傍 の 適 切 な 位 置 に 接 着 し て 、 治 療 の 準 備 を お こ な う 。
準 備 が 終 了 す る と 、 操 作 部 の 出 力 ボ リ ュ ー ム を 操 作 し 、 出 力 を 適 切 な 値 ま で 上 げ て 、 治 療
を 開 始 す る 。 治 療 中 、 設 定 さ れ た 治 療 条 件 で 所 定 の 治 療 時 間 だ け 生 体 を 刺 激 し 、 治 療 時
間 が 終 了 す る と 、 終 了 音 を 発 し 、 自 動 的 に 出 力 を ゼ ロ に し て 、 治 療 を 終 了 す る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 低 周 波 治 療 器 の 最 大 出 力 電 流 は 、 安 全 性 の 面 か ら 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 で 、 ５ ０ ｍ Ａ 以 下 と
規 定 さ れ て お り 、 各 装 置 と も こ れ よ り も 小 さ な 最 大 出 力 電 流 を 設 定 し て い る 。 装 置 に よ っ
て は 、 最 大 出 力 電 圧 規 定 し て い る 。
何 ら か の 原 因 で 、 出 力 電 流 が 装 置 の 最 大 出 力 を 超 え る と 、 安 全 保 護 回 路 が 作 動 し 、 警 報 を
発 し て 、 出 力 を ゼ ロ に し 、 停 止 す る 。 安 全 保 護 回 路 が 作 動 し た 後 、 治 療 を 継 続 し た い 場 合
は 、 出 力 ボ リ ュ ー ム を 一 旦 ゼ ロ に 戻 し て 、 再 度 出 力 ボ リ ュ ー ム を 操 作 し て 、 刺 激 し た い

出 力 に 設 定 し な け れ ば な ら な い 。 出 力 電 圧 を 規 定 し て い る も の で は 、 電 圧 の 安 全 保 護
回 路 を 有 し 、 電 流 と 同 様 に 作 用 す る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】  
ま た 、 低 周 波 治 療 の 適 応 は 多 い の で 、 複 数 の 患 者 が 同 時 に 治 療 で き る 多 チ ャ ン ネ ル 出 力 型
を 、 複 数 台 数 使 用 す る 施 設 が 多 い 。 ま た 、 治 療 で は 導 子 を 皮 膚 に 接 触 さ せ て 使 用 す る の で
、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 の 観 点 か ら 、 カ ー テ ン 等 で 仕 切 ら れ た 部 屋 の 内 部 で 、 外 部 か ら は 見 え
な い よ う に し て 使 用 す る こ と も 多 い 。 つ ま り 、 閉 じ ら れ た い く つ か の 部 屋 で 、 複 数 の 患 者
が 、 同 時 に 治 療 を 受 け る こ と が 多 い 。
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
刺 激 中 、 導 子 の 一 部 が 剥 が れ て 接 触 面 積 が 小 さ く な る 電 流 が 一 部
に 集 中 し て 電 流 密 度 が 高 く な り 、 疼 痛 や 火 傷 を 生 じ る 危 険 性 が あ る 。 し か し 従 来 の 装 置 に
は 、 こ の よ う な 状 況 に 対 応 で き る 機 能 を 有 す る も の は 存 在 し な か っ た 。 特 開 平 ９ － ８ ４ ８
８ ５ に は 、 治 療 前 に テ ス ト 電 流 を 流 し 、 導 子 の 接 触 異 常 を 検 出 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る
。 し か し こ の 先 願 発 明 は 、 治 療 中 に 導 子 の 接 触 状 況 を モ ニ タ す る 機 能 は 有 し て い な い 。
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 一 の 課 題 は 、 導 子 の 接 触 状 況 を モ ニ タ し て 、 導 子 の 接 触 異 常
を 検 出 す る こ と で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
電 気 刺 激 を 開 始 す る と き 、 刺 激 電 流 は 最 適 値 に 設 定 す る が 、 刺 激 を 続 け る 間 に 血 流 が 増 加
し 、 刺 激 部 位 の 温 度 が 上 昇 し 、 電 流 は 刺 激 初 期 値 よ り も 増 加 す る 。 こ れ は 正 常 な 生 理
的 反 応 で あ る 。
し か し 何 ら か の 原 因 で 電 流 が 異 常 に 増 加 す る 不 快 感 や 疼 痛 が 、 場 合 に よ っ て
は 火 傷 が 生 じ る こ と が あ り 、 危 険 で あ る 。 特 に 治 療 部 位 に 知 覚 鈍 麻 が あ る と 、 最 初 か ら 強
め の 刺 激 を お こ な う こ と が 多 い の で 、 注 意 を 要 す る 。 ま た 、 刺 激 部 位 近 傍 の 血 流 が 不 足 し
て い る 場 合 、 血 流 に よ る 患 部 の 冷 却 が 少 な く な る の で 、 組 織 の 温 度 が 上 昇 し 、 火 傷 を 生 じ
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こ と が あ る 。 こ の 場 合 、

組 織

こ と が あ り 、



る 恐 れ が あ り 、 注 意 を 要 す る 。 こ の た め 、 治 療 中 の 電 流 は 、 過 大 に な ら な い よ う に す る こ
と が 重 要 で あ る 。 電 圧 に 関 し て も 同 様 で あ る 。

治 療 し て い る 間 の 出 力 が 過 大 に 増 加 し な い よ う
に 制 御 す る こ と で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 述 の よ う に 、 出 力 が 装 置 の 最 大 出 力 以 上 に な る と 、 安 全 保 護 回 路 が 作 動 し 、 装 置
の 出 力 は 遮 断 さ れ る 大 出 力 の 近 傍 で 治 療 を お こ な っ て い る に 、

出 力 が 装 置 の 最 大 出 力 を 越 え て 生 じ る 。 安 全 保 護 回 路 が 作 動 し た 後 治 療
を 継 続 し た い 場 合 は 、 前 述 の よ う に

操 作 が 必 要 に な る 。 こ れ は 、 安 全 上 必 要 な こ と で は あ る が 、 操 作
自 体 は 手 間 が か か り 、 面 倒 で あ る 。

治 療 し て い る 間 に 、 出 力 が 装 置 の 最 大 出 力 以 上
に 増 加 し な い よ う に 、 出 力 を 制 御 す る こ と で あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 複 数 の 患 者 を 治 療 し て い る と き 、 終 了 音 が し て も 、 ど の 患 者 か を 識 別 す る に は 、
そ の 都 度 、 各 装 置 に 近 づ い て 確 認 し な け れ ば な ら な か っ た 。 特 に 外 部 か ら 見 え な い 部 屋 の
内 部 で 刺 激 を お こ な っ て い る 場 合 、 一 部 屋 ず つ 見 て 回 っ て 確 認 し な け れ ば な ら な か っ た 。
こ れ は 、 施 術 者 に と っ て は 手 間 が か か り 、 時 間 の 損 失 で あ り 、 医 療 効 率 の 低 下 の 原 因 に な
る 。 こ の 間 、 患 者 は 待 た さ れ る こ と に な る 。 こ れ が 緊 急 を 知 ら せ る 警 報 で あ れ ば 、 手 間 取
っ た 時 間 だ け 対 応 が 遅 れ 、 安 全 上 問 題 で あ り 、 患 者 に は 大 き な 不 安 を 与 え る こ と に な る 。
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る は 、 複 数 の 患 者 が 治 療 し て い る と き 、 装 置 か ら 離 れ
て い て も 、 ど の 患 者 が ど の よ う な 状 況 に あ る の か 即 座 に 認 識 で き る よ う に す る こ と で あ る
。
　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 一 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、

出 力
。
警 報 を 発 す る

　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 第 二 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 出 力 が 刺 激 初 期
設 定 値 よ り も 増 加 で き る 許 容 範 囲 を 設 け 、 こ の 許 容 範 囲 を 越 え て 出 力 が 増 加 し な い よ う に
制 御 す る よ う に し た 。
　 　 【 ０ ０ １ ３ 】  

出 力 は
装 置 の 最 大 出 力 を 越 え な い よ う に 制 御 す る よ う に し た 。

装 置 の 作 動 状 態 を 表 示 す る 表 示
器 を 、 装 置 本 体 か ら 離 れ た 場 所 に 設 置 で き る よ う に し て 、

装 置 か ら 離 て い て も 装 置 の 作 動 状 態 を 監 視 で き
る よ う に し 、 刺 激 が 終 了 し た り 、 異 常 が 発 生 し て も 、 迅 速 に 対 応 で き る よ う に し た 。
　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 【 作 用 】  
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ り 、 導 子 が 剥 が れ て 接 触 不 良 が 生 じ た と き 、 こ れ を 検 出 し 、 警 報
で 知 ら せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 電 流 の 集 中 に 伴 う 疼 痛 や 火 傷 等 を 未 然 に 防 止 す る こ
と が で き 、 安 全 で 効 果 的 な 刺 激 を お こ な う こ と が で き る 。 こ の 機 能 を 有 し て お れ ば 、 治 療
を 開 始 す る 段 階 か ら 導 子 の 接 触 不 良 や 、 導 子 表 面 の 汚 れ 、 導 子 コ ー ド
の 接 触 不 良 等 、 出 力 側 の 接 続 異 常 を 検 出 す る こ と が で き る の で 、 的 確 で 安 全 な 治 療 を お こ
な う こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】  
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ り 、 出 力 が 許 容 範 囲 を 越 え て 増 加 す る こ と は な い の で 、 火 傷 や 疼
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本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 二 の 課 題 は 、

。 こ れ は 最 場 合 電 流 が 増 加
し 、 こ と が 多 い に

、 出 力 ボ リ ュ ー ム を 一 旦 ゼ ロ に 戻 し 、 改 め て 所 定 の 出
力 に 設 定 し な お す と い う

本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 三 の 課 題 は 、

第 四 の 課 題

電 気 刺 激 装 置 の 出 力 を モ ニ タ し
、 側 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 所 定 値 以 上 で あ る と き 導 子 の 接 触 状 態 が 異 常 で あ る と 判 断 す
る よ う に し た
こ れ に よ り 、 等 の 適 切 な 処 置 を お こ な う こ と が で き る 。

開 始 時 の

さ ら に 、 第 三 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 電 気 刺 激 装 置 の

第 四 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 4記 載 の 発 明 で は 、
装 置 の 出 力 モ ニ タ で 検 出 し た 出

力 状 態 を 前 記 表 示 器 に 表 示 す る よ う に し 、

終 了 す る ま で の 間 、



痛 等 の な い 安 全 な 刺 激 が で き る 。
装 置 の 出 力 は 最 大 出 力 以 上 に は な ら な い の で 、 安 全 性 が 高 く

、 し か も 安 全 保 護 回 路 が 作 動 し な い の で 、 保 護 回 路 作 動 時 の 煩 わ し い 操 作 が 必 要 で な く な
る 。
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】  
請 求 項 記 載 の 発 明 に よ り 、 複 数 の 患 者 が 刺 激 を 受 け て い て も 、 ま た 内 部 の 見 え な い い く
つ か の 部 屋 に 分 か れ て 多 数 の 患 者 が 刺 激 を 受 け て い て も 、 ど の 患 者 の 刺 激 が 終 了 し た の か
、 あ る い は 異 常 が 発 生 し た の か 等 、 装 置 の 作 動 状 態 を 、 離 れ た 場 所 か ら で も 即 座 に 認 識 で
き る の で 、 施 術 者 は 迅 速 な 対 応 を お こ な う こ と が で き 、 安 全 性 と 医 療 効 率 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 【 実 施 例 】  
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、

電 気 刺 激 装 置 出 力 図 １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 機 能 を 内 蔵 さ せ る こ と で
、 実 現 す る こ と が で き る 。
導 子 を 正 し く 接 触 さ せ て お れ ば 、

あ る 程 度 の 時 間 経 過 後 に は 一 定 に な る 。 こ れ に 伴 っ て 装 置 の 出 力 も 変 化 す る 。
　 　 【 ０ ０ １ ８ 】

図 ２ （ Ｂ ） の よ う に 、 導 子 の 接 触 が 一 部 で 剥 が れ る と 、 導 子 の 接 触 面 積 は 小
さ く な り 、 接 触 イ ン ピ ー ダ ン ス は 大 き く な る 。 本 請 求 項 の 発 明 で は 、
こ の イ ン ピ ー ダ ン 所 定 の 範 囲 と き 、 導 子 剥 が れ が 生 じ と 認 識 す る よ う に
し て い る 。 イ ン ピ ー ダ ン ス の 所 定 範 囲 は 、 装 置 全 体 の 特 性 を 勘
案 し て 決 定 し て い る 。 図 １ は こ の 処 理 を お こ な う フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 に は 抵 抗 値 を
指 標 に す る 例 を 示 し て い る が 、 ど ち ら を 使 用 し て も よ い 。 ま た 、 フ ロ ー チ ャ ー ト に は 導 子
の 接 触 異 常 が 生 じ た と き 警 報 を 発 す る と し て い る が 、 本 発 明 で は 警 報 は 必 ず し も 必 要 な
も の で は な い 。
　 　 【 ０ ０ １ ９ 】  
以 上 の 説 明 で は 、 出 力 を モ ニ タ し て 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 又 は 抵 抗 の 変 化 か ら 導 子 の 接 触 不 良
を 判 断 す る 例 を 示 し た 。 し か し 、 導 子 の 接 触 異 常 が 生 じ る と 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が 変 化 す る
と と も に 、 出 力 電 流 や 出 力 電 圧 も 変 化 す る 。 本 請 求 項 の 発 明 は 、 出 力 の 変 化 か ら 導 子 の 接
触 異 常 を 判 断 す る も の で あ る か ら 、 導 子 の 接 触 異 常 に よ っ て 変 化 す る 指 標 で あ れ ば 、 ど の
指 標 を 用 い て も よ い 。 導 子 表 面 の 汚 れ や 導 子 コ ー ド の 接 触 不 良 等 、 出 力 が 変 化 す る 現 象 が
発 生 す れ ば 、 本 請 求 項 の 発 明 に よ り 、 検 出 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】  
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 電 気 刺 激 装 置 に

よ う に し た も の で あ る 。 こ
れ は 、 電 気 刺 激 装 置 に 、 図 ３ に 示 す よ う な フ ロ ー チ ャ ー ト の ア ル ゴ リ
ズ ム を 内 蔵 さ せ る こ と で 、 実 現 す る こ と が で き る 。 電 気 刺 激 を 開 始 す る と き 、 出 力 は 適 切
な 値 に 設 定 さ れ る が 、 前 述 の よ う に 、 刺 激 を 続 け る 間 に 生 体 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 低
下 す る の で 、 装 置 の 出 力 も 初 期 設 定 値 よ り も 増 加 す る 。 こ の 出 力 の 増 加 量 は 、 正 常 な 場 合
は 、 あ る 範 囲 内 に と ど ま る 。

、 何 ら か の 原 因 で 出 力 が 異 常 に 増 加 し 、 生 体 に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と も あ る 。 こ の
点 を 勘 案 し 、 制 御 し 、 適 正 な 刺 激 を 与 え
る こ と 目 的 と す る の が 本 請 求 項 の 発 明 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
本 請 求 項 の 発 明 で は 、 こ の 正 常 に 場 合 の 出 力 の 変 十 分 に カ バ
ー す る よ う に 、 出 力 の 許 容 範 囲 を 設 定 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 出 力 が 常 に 許 容 範 囲 内 に な
る よ う に 制 御 す る 。 つ ま り 刺 激 開 始 時 に 設 定 し た 出 力 が 正 常 な 範 囲 内 で 変 動 す る な ら そ の
ま ま 出 力 し 、 出 力 が 許 容 範 囲 を 越 え て 変 化 し よ う と す る と 、 出 力 許 容 範 囲 内 に 収 ま る よ
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請 求 項 3記 載 の 発 明 に よ り 、

4

電 気 刺 激 装 置 の 出 力 を モ ニ タ し 、 出 力 側 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 所 定
値 以 上 で あ る と き 導 子 の 接 触 状 態 が 異 常 で あ る と 判 断 す る よ う に し た も の で あ る 。 こ れ は

に モ ニ タ を 設 け 、

生 体 イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 刺 激 の 経 過 と 共 に 低 下 傾 向 を 示
し 、

刺 激 の 途 中 、
図 1に 示 す よ う に 、

ス が 以 上 の て い る
と 皮 膚 の イ ン ピ ー ダ ン ス 等

、

出 力 モ ニ タ を 設 け て 出 力 を モ ニ タ し 、 出 力 変 化 の
許 容 範 囲 を 設 定 し 、 出 力 が 許 容 範 囲 を 超 え な い よ う に 制 御 す る

出 力 モ ニ タ を 設 け た

通 常 は

し か し
出 力 が 許 容 範 囲 を 越 え て 異 常 に 増 加 し な い よ う に

が で き る よ う に す る こ と を

導 子 を 接 触 さ せ た 正 常 な 化 を

が



う に 制 御 し て い る 。 こ の よ う に 出 力 を 制 御 す る こ と で 、 刺 激 強 度 を 維 持 す る こ と が
で き る し 、 し か も 過 大 な 刺 激 は 生 じ な い の で 、 疼 痛 や 火 傷 等 の 不 都 合 は 発 生 せ ず 、 安 全 で
あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
例 え ば 、 最 大 出 力 電 流 が ５ ０ ｍ Ａ の 装 置 で 、 刺 激 開 始 時 に 出 力 を ３ ０ ｍ Ａ に 設 定 し て 、 刺
激 を お こ な う 場 合 を 想 定 す る 。 刺 激 を 開 始 し た 直 後 の 刺 激 電 流 は ３ ０ ｍ Ａ で あ る が 、 刺 激
を 続 け る う ち に 生 体 の イ ン ピ ー ダ ン ス は 減 少 し 、 電 流 は 増 加 す る 。

従 来 の 装 置 で は 電 流 が 大 幅 に 増 加 し 、 生 体 に 過 大 な 刺 激 を 与 え る こ と も あ っ た 。 し か し 本
請 求 項 の 発 明 に よ る と 、 電 流 増 加 の 許 容 範 囲 電 流 は 流 れ ず 、 安 全 で 正 確 な 刺 激 が
で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 装 置 の 最 大 出 力 近 傍 で 使 用 す る 場 合 、 前 述 の よ う に 、 刺 激 を お こ な っ て い る う ち に
出 力 が 最 大 出 力 を 越 え 、 安 全 保 護 回 路 が 作 動 し 、 刺 激 を 中 断 し な け れ ば な ら な く な る こ と
も あ っ た 。 安 全 保 護 回 路 が 作 動 す る と 、 治 療 を 継 続 し た い 場 合 は 、 一 旦 出 力 調 整 ボ リ ュ ー
ム を ゼ ロ に し て 、 再 度 出 力 を 上 げ て 、 最 適 値 に 設 定 し 直 さ な け れ ば な ら な い 。 こ れ は 安 全
面 か ら は 必 要 な こ と で は あ る が 、 実 際 の 操 作 は 大 変 面 倒 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 問 題 は 、 発 明 で 解 決 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、

安
全 保 護 回 路 が 作 動 す る こ と は な い 。

以 上 の 例 と 図 ３ で は 、 電 流 を 指 標 と し て 制 御 を お こ な う 例 を 示 し て い る が 、 本 請 求 項 の 発
明 は 、 出 力 が 許 容 範 囲 内 に な る よ う に 制 御 し て 、 生 体 に 過 大 な 刺 激 に な ら な い よ う に す る
も の で あ り 、 電 圧 や 電 気 エ ネ ル ギ ー を 制 御 し て も よ い 。
　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】  
請 求 項 4記 載 の 発 明 の 例 を 図 ４ に 示 す 。
装 置 は 刺 激 装 置 本 体 ４ １ と 、 本 体 と 離 れ た 場 所 に 設 置 で き る 表 示 器 ４
２ か ら 構 成 し た 。

図 に は 、 ２ チ ャ ン ネ ル 出 力 の 装 置 ４ １ を ２ 台 使 用 し 、 表 示 器 ４ ２ に 表 示 す る
例 を 示 す 。 表 示 器 を 配 置 す る 場 所 は 、 装 置 を 置 い て い る 治 療 ス ペ ー ス の 天 井 部 や 、 治 療 室
の ド ア や カ ー テ ン の 前 の よ う に 、 周 り か ら 見 や す い と こ ろ が 適 し て い る 。 医 師 や 医 療 補 助
者 が 通 常 作 業 す る 場 所 か ら 容 易 に 確 認 で き る 場 所 が よ い 。 表 示 は 、 治 療 時 間 等 の 数 値 情 報
や 文 字 情 報 で も よ い が 、 ラ ン プ を 用 い て 、 治 療 中 点 灯 さ せ 、 異 常 が 発 生 し た と き 点 滅 さ せ
る 、 と い っ た 簡 単 な 使 用 法 で も よ い 。
　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】  
本 発 明 に よ り 、 施 術 者 が 装 置 か ら 離 れ た 場 所 に い て も 、 ま た カ ー テ ン 等 で 仕 切 っ た 内 部 の
見 え な い 部 屋 で 治 療 を お こ な っ て い て も 、 治 療 が 終 了 し た り 異 常 が 発 生 す る と 、 即 座 に 発
生 場 所 を 特 定 し 、 迅 速 に 対 処 す る こ と が で き る の で 、 安 全 で 、 効 率 の よ い 治 療 が 可 能 に な
る 。 刺 激 装 置 本 体 ４ １ と 表 示 器 ４ ２ は 、 有 線 で 接 続 し て も よ い し 、 無 線 で も よ い 。 ま た 、
表 示 器 に 表 示 す る 情 報 は 、 刺 激 終 了 音 、 安 全 保 護 回 路 作 動 時 の 警 報 、 導 子 接 触 不 良 が 発 生
し た と き の 警 報 、 刺 激 時 間 に 関 す る 情 報 等 が あ る が 、 少 な く と も 治 療 の 終 了 と 異 常 発 生 は
表 示 し た 方 が よ い 。
　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 【 発 明 の 効 果 】  
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ り 、 導 子 剥 が れ 等 の 接 触 不 良 を 認 識 し 、 警 報 を 発 す る

の で 、 素 早 く 対 応 し て 導 子 の 接 触 を 直 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 火 傷 や 痛 み 等 の 不 都
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適 切 な

請 求 項 2記 載 の 発 明 の 装 置 で 、 例 え ば 電 流 増 加 の 許 容 範 囲 を 5ｍ Ａ と 設 定 し て お く と 、 出 力
は 30ｍ Ａ か ら 少 し 増 加 す る が 、 電 流 が 35ｍ Ａ を 越 え る よ う に イ ン ピ ー ダ ン ス が 低 下 し て も
、 出 力 を 制 御 し て 、 電 流 が 35ｍ Ａ 以 下 に な る よ う に す る 。

を 越 え る

請 求 項 3記 載 の 本 請 求 項 記 載 の 発
明 で は 、 出 力 を モ ニ タ し 、 出 力 は 常 に 装 置 の 最 大 出 力 以 内 に な る よ う に 制 御 す る の で 、

本 請 求 項 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 2記 載 の 、 出 力 の 変 動
範 囲 を 設 定 し て 、 出 力 は 常 に こ の 範 囲 に 入 る よ う に 制 御 す る タ イ プ の 電 気 刺 激 装 置 に 適 用
し て も よ い し 、 従 来 の 、 出 力 を 制 御 し な い タ イ プ の 電 気 刺 激 装 置 に 適 用 し て も よ い 。

出 力 を モ ニ タ で き る
表 示 器 ４ ２ に は 、 出 力 モ ニ タ で モ ニ タ さ れ た 電 気 刺 激 装 置 の 出 力 状 態 が

表 示 さ れ る 。

こ と が で き
る



合 を 減 ら す こ と が で き 、 最 適 な 刺 激 を 維 持 し 、 治 療 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 導 子
表 面 の 汚 れ や 導 子 コ ー ド の 接 続 不 良 に も 、 同 様 に 対 応 で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】  
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ り 、 刺 激 電 流 が 所 定 の 範 囲 を 超 え て 増 加 し な い た め 、 疼 痛 や 火 傷
等 の 不 都 合 を 減 ら す こ と が で き 、 安 全 な 刺 激 が 可 能 に な る 。

に 出 力 を 装 置 の 最 大 出 力 以 内 に 制 御 す る の で 、 安 全 保 護 回
路 が 作 動 す る 頻 度 を 低 く す る こ と が で き る 。 従 来 は 、 安 全 保 護 回 路 が 作 動 す る と 、 ど こ で
発 生 し た の か を 確 認 し 、 発 生 し た 不 都 合 を 解 除 し た 後 、 刺 激 を 継 続 し た い 場 合 は 、 出 力 を
ゼ ロ に 戻 し た 後 、 再 度 出 力 を 上 げ 、 適 切 な 出 力 に 調 節 を し な け ら ば な ら な い と い う 面 倒 な
対 応 が 必 要 で あ っ た 。 し か し 本 発 明 に よ り 、 こ の 煩 わ し を 減 ら す こ と が で き 、 こ れ に 対 応
す る 手 間 も か か ら ず 、 医 療 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 過 大 な 刺 激 を す る こ と
が 無 く な る の で 安 全 性 が 向 上 す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】  
請 求 項 4記 載 の 発 明 に よ る と 、 終 了 音 や 異 常 発 生 の 警 報 音 、 又 は そ れ ら が 入 り 交 じ っ た 音
が 同 時 に 発 生 し て も 、 装 置 か ら 離 れ た 場 所 に い て も 、 ま た 内 部 の 見 え な い 刺 激 室 の 外 に い
て も 、 ど こ で な に が 発 生 し た の か を 、 一 目 で 確 認 で き る 。 こ の た め 、 緊 急 時 に も 迅 速 に 対
応 で き る の で 、 安 全 性 を 高 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 刺 激 終 了 後 、 す ぐ に 次 の 患 者 の 刺
激 に 移 行 で き る の で 、 効 率 が よ く な り 、 施 術 者 の 省 力 化 に も な る 。 こ れ は 患 者 の 不 安 を 少
な く し 、 待 た さ れ る 時 間 も 少 な く な る 等 の メ リ ッ ト も あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。  
【 図 ２ 】  導 子 を 生 体 に 接 着 し た 様 子 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 正 常 に 接 着 し て い る 様 子
を 、 （ Ｂ ） は 導 子 の 一 部 が 剥 が れ た 様 子 を 、 そ れ ぞ れ 示 す 。
【 図 ３ 】  請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】  請 求 項 記 載 の 発 明 の 外 観 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ １ … 導 子  ２ ２ … 導 子 コ ー ド
２ ３ … 生 体
４ １ … 刺 激 装 置 本 体  ４ ２ … 表 示 器
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請 求 項 3記 載 の 発 明 に よ り 、 常
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